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発行人
　箪　　吉

事業繰越97万円⊂一
◎
議
案
二
六
号
‖

　
一
回
追
加
更
正
予
算
、
※
お
も
な
も

　
の
は
箏
校
災
害
復
旧
工
事
、
県
単
林

　
道
笹
原
線
の
開
設
業
亭
が
、
ヨ
○
年

　
度
か
ら
i
l
l
　
1
　
U
a
s
に
繰
越
と
な
つ
た

　
た
め
の
費
用
九
七
万
余
円
、
両
根
占

　
土
地
放
良
区
総
代
選
挙
費
な
ど
で
、

　
追
加
翼
正
額
［
〇
七
万
余
円
で
、
予

　
口
現
額
は
歳
入
歳
出
と
も
四
l
l
七
七

　
万
二
、
六
一
〇
円
と
な
つ
た
※
‖

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決
　
　
一

◎

饗
錠
㌶
晶
瀦
露
趨

件
　
　
　
　
n
修
正
可
些

五
月

十
五
日
、
第
二
回
臨
時

町
臓
会
が
招
集
さ
れ
、
本
年

度
第
一
回
追
加
更
正
予
算
案

な
ど

を
審
議
し
ま
し
た
。

当
日
上
程
さ
れ
た
蹟
案
、
請

願
な
ど
の
審
議
結
累
は
、
あ

ち
ま
し
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
昭
和
三
一
年
度
第

　　　　加
舩
毯
家

賃

値

　
）
に
条
件
つ
き
で
同
意
す
る
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

◎
継
続
馨
譜
中
の
議
案
第
八
号
‖
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予
算
な
ど
議
決

「町民の声」募集

明るく建設的な、町民の声

を募填します。町政へu）Ht

判、意見、希望など伺でも

結構です。佳所氏名を明記

し、毎月25日まぴ広報係

“へ送つて下さい。

6月の行事
1日．町議会全員協議会

4日　虫歯予防デー

5日　婦人指導者研修会

7日　計量記念日

10日　時の記念目

11日　梅雨の入り

17日父の弓

21日　夏　至

今月申の納税

町県民税一第1期

　　　

ま
一
割
か
ら

上

－

　
　
　
　
　
　
　
一
割
五
分

　
町
有
佳
宅
の
家
賃
改
訂
案
1
1
総
務
委

　
員
長
の
報
告
後
　
　
修
正
可
決

　
〔値
上
率
［
割
な
い
し
1
割
五
分
）

◎
請
願
三
号
‖
厚
ケ
瀬
水
道
改
修
お
よ

　
び
麦
線
増
設
に
対
す
る
補
助
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
採
　
択

◎
請
願
六
号
‖
大
橋
部
落
の
公
道
、
橋

　
　
　
ゴ
ゥ
　
コ
コ
コ
の
ヲ
お
タ
ゥ
ベ
コ
タ
ご
ひ
コ
ピ
　
の
や
ロ
コ
ひ
ロ
じ
　
ぼ
　

　　　髄
に
一
役
・
三
輪

鞠凝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

灘
鰯
糧
鯨

　
梁
な
ど
整
備
に
対
す
る
助
成
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊥
燥
　
択

譜
願
七
号
　
町
有
地
の
払
下
方
に
つ
い

て
　
（
前
迫
新
左
工
門
）
‖
不
採
択

誼
願
八
号
町
有
地
〔
畑
）
の
払
下
方

に
つ
い
て
　
（
宿
利
原
校
区
数
名
）

　
　
　
　
　
総
務
警
餐
付
託

請
願
九
号
　
道
路
改
良
に
係
る
陳
情
（

大
根
占
町
商
工
会
）
　
　
　
＝
保
　
苗
．

請
願
　
r
　
o
o
4
p
山
林
の
買
牧
方
に
つ
い

P
（命
墓
逼
’
、
…
汝
苗

　
　
車

購

入

町
で
は
、
町
道
の
維
持
補
修
に
機
鋤
性

を
発
揮
す
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
自
動
三

輪
車
在
購
入
し
た
。
こ
れ
は
ダ
イ
ハ
ツ

五
六
年
型
、
水
冷
エ
ン
ヂ
ン
排
気
量
一

四
七
〇
C
C
二
屯
積
み
で
、
荷
箱
は
砂

利
つ
み
に
便
利
な
高
床
l
l
l
方
び
ら
き
と

な
っ
て
お
の
、
価
格
六
二
万
梅
雨
あ
け

と
と
も
に
砂
利
撒
布
な
μ
補
修
作
業
に

威
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
る
o

　
　
　
　
（
写
真
は
そ
の
三
輸
車
）

麟夢
再

び

渡

米

　　　　　　　　　　
河
口
、
神
田
の
両
氏
も

欝
譲
灘
墜
鍵
蹴
難
響
硫

？

　
今
回
の
契
約
移
民
は
三
ケ
年
の
契
約
移
民
に
も
つ
と
関
心
を
寄
せ
、
海
外
発

で
、
単
独
移
民
で
あ
り
、
月
牧
七
万
か
展
の
心
構
え
を
つ
く
つ
て
戴
き
度
い
事

欝
績
在
の
譲
董
天
藍
り
ま
す
・

ら

八
万
円
の
牧
入
と
い
わ
れ
て
い
ま
ず
一
を
重
ね
て
御
願
い
申
上
げ
る
次
第
で
あ

　
わ
た
り
募
集
が
あ
る
事
に
な
つ
て
居
り

Iま
す
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
居
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
希
望
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
つ
て
”
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

　
寺
田
氏
も
こ
の
理
想
実
現
の
為
に
、
　
い
た
し
ま
す
。

麗
児
島
県
否
大
根
占
町
の
地
盤
と
信
用
な
お
、
参
考
の
た
め
に
分
会
の
役
員
と
・

を
獲
得
す
る
為
に
、
町
を
思
う
1
念
に
．
会
員
を
お
知
ら
せ
し
て
お
き
ま
す
e
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

燃
え
、
我
が
家
も
か
え
り
見
ず
「
決
意
一
　
　
　
役
　
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
今
後
の
御
一
分
会
長
宮
里
軍
吉
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
分
会
畏

寺
田
藤
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃
・
　
前
田
保
夫

ん

k
も
の
で
あ
s
、
o
s
も
薔
に
ゲ
難
鷺
鑓
鷲

1移　民

三
〇
年
度

災
害
公
螢
住
宅

今

v
嵩
h
N
e
N
．
亀
”
乏
3
ζ
ー
亀
ー
ワ

完

集後
霧は

成

lliO
年
度
の
災
害
公
営
住
宅
一
〇
棟
が

こ
の
ほ
ど
完
工
し
た
。
こ
れ
は
ユ
費
二

一
八
万
五
千
円
で
’
桑
原
組
、
　
福
永

組
の
手
で
建
て
ら
れ
、
塩
屋
遊
喜
浦
に

七
棟
、
池
田
、
宿
利
原
、
神
川
に
そ
れ

ぞ
れ
一
棟
ず
、
建
て
ら
れ
た
も
の
。

　
（写
真
は
塩
屋
上
の
佳
宅
）

　　5．引

該揚

墓者
は　コ

早　の
目璽
にれが
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準±
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果
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役
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　輪
新

農

村

　“
　
　
近
ご
ろ
「
新
鰻
村
建
設
」

と
い
う
こ
と
が
し
き
り
に
云
わ
れ
ま
す

ご
れ
は
今
ま
で
の
食
糧
増
産
と
云
う
農

政
の
基
本
線
に
代
つ
て
、
河
野
農
相
の

構
想
に
な
る
本
年
以
降
の
農
葉
政
策
の

根
本
方
針
と
し
て
t
政
府
が
強
く
推
進

し
ょ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
、
ほ
ぼ
県

の
経
済
自
立
化
運
動
を
天
規
模
に
し
、

財
政
的
裏
付
を
与
ヌ
た
も
の
と
考
え
て

よ

い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
総
合
対
策
は
四
月

六
日

の
閣
議
で

決
定
さ
れ
、
方
針
と
し
て
‖
農
山
漁
民

く
と
く
に
農
村
冑
年
）
の
自
主
的
な
総

意
に
よ
つ
て
、
適
地
適
産
を
も
と
と
し

た
農
村
振
興
計
画
を
た
て
、
ご
の
事
業

を
総
合
的
に
す
A
め
る
こ
と
に
よ
つ
て

胞罧
漁
業
の
経
営
の
安
定
、
生
活
の
向

上
を
舟
る
こ
と
は
、
現
在
も
つ
と
も
必

建

設

計

画

要
な

こ
と

で
あ
る
。
こ
の
た
め
政
肘

は
昭
和
三
一
年
度
を
第
一
年
と
す
る
五

力

年
を
目
安
と
し
て
新
農
山
漁
村
建
設

の
対
策
を
講
ず
る
、
と
云
つ
て
い
ま
す

次
に
慢
U
る
の
は
そ
の
計
画
実
施
の
あ

ら
ま
し
で
す
。

　
一
r
■
林
漁
業
麹
域
の
指
定

農
山
漁
村
振
興
計
画
を
樹
立
す
る
こ
と

が
適
当
と
思
わ
れ
る
地
域
を
県
知
事
が

県
の
審
議
会
、
並
に
町
長
の
意
見
を
聞

き
参
考
と
し
指
定
す
る
。

三
・
曇
曇
馨
の
馨

．轟
会
を
竃
し
・
そ
の
協
馨
で
計

画
を
審
腕
し
ま
す
が
協
議
《
員
は
市
町

村
畏
、
譲
会
議
長
、
農
業
委
員
会
々
長

農
業
協
同
組
合
長
、
土
地
改
良
区
、
森

主
的
計
画
を
尊
重
し
、
繍
葭
会
で
農
林

漁
業
上
の
諸
条
件
そ
の
他
自
然
的
、
社

会
的
、
経
済
的
諸
条
件
に
適
合
す
る
総

合
計
画
と
な
る
よ
う
鯛
整
し
ま
す
。

四
、
事
業
の
実
施

市
町
村
、
農
業
協
同
組
合
、
土
地
改
良

区
、
農
菓
委
員
会
、
森
林
組
合
、
漁
業

協
同
組
合
、
部
落
団
体
、
冑
年
婦
人
組

識
等
振
興
計
画
に
基
き
、
そ
の
分
担
す

る
事
業
を
実
施
す
る
。
な
お
協
議
会
は

助
言
叉
は
勧
告
等
な
し
事
業
の
円
滑
な

村
造
り
の
根
本
と
な
る
も
の
で
、
今
後

移
民
は
一
層
強
く
お
し
す
X
め
る
方
針

で
す
が
、
い
く
ら
当
局
が
、
移
民
の
枠

を
も
ら
つ
て
も
、
希
望
者
が
な
け
れ
ぱ

宝
の
も
ち
v
さ
れ
で
、
役
に
立
た
ず
大

根
占
町
の
移
民
は
、
今
後
認
め
て
戴
く

事
が
出
来
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
さ
れ
ます
。

　
移
民
も
世
界
状
勢
に
よ
っ
て
、
変
化

は
激
し
く
、
楽
観
は
許
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
現
在
町
で
’
推
進
し
よ
う
と
す
る

も
の
は
t
個
々
の
移
民
で
な
く
、
集
団

化
し
た
移
民
を
迭
る
計
画
で
、
こ
れ
は

地
域
地
域
の
農
家
が
豊
に
な
る
事
を
期

林
親
合
、
漁
藁
協
同
組
合
の
畏
、
部
落
・
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
調
整
を
行
い

団
体
を
代
表
す
る
者
若
干
名
、
冑
少
年
ま
す
o

ク
ラ
プ
等
膏
年
婦
人
組
織
を
代
表
す
る
五
、
助
成
に
つ
い
て

者
若
干
名
、
そ
の
他
単
識
経
験
を
有
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
は
　
ロ
　
ぽ
　
と
　
　
ぽ
ぽ
　

舞
鷲
辞
藷
て
組
竃
が
§
助
塁
付
を

鍼
鍵
自
簾
鱗
編
灘

実
施
が
出
来
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

六
、
本
年
度
の
計
画

全
国
に
五
〇
〇
市
町
村
が
指
定
さ
れ
そ

の
1
市
町
村
梅
業
費
平
均
六
五
〇
万
円

で
助
成
金
平
均
二
六
〇
万
円
が
農
林
省

予
算
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
自

己
財
源
三
九
〇
万
円
な
け
れ
ぱ
実
施
不

可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
一
地
域

の
戸
数
は
大
体
ハ
o
o
戸
よ
り
1
、
o

O
O
戸
以
内
が
適
当
と
さ
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
◇
　
　
　
◇

待
し
、
共
存
共
栄
の
精
神
に
立
つ
た
、

塵
藁
経
営
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
s

ま
す
。
集
団
的
に
移
民
を
送
る
事
に
よ

っ
て
、
褒
得
し
た
資
金
は
t
t
四
割
は

農
協
に
一
力
年
定
期
と
し
て
預
け
入
れ

る
事
を
条
件
と
し
て
，
こ
の
金
を
他
の

農
家
が
利
用
す
る
事
に
よ
つ
て
、
個
々

の
農
家
が
繁
栄
し
て
行
く
と
云
う
、
遠

大
な
理
想
を
も
つ
て
い
る
も
の
で
’
ま

さ
に
一
挙
両
得
と
は
こ
の
事
だ
と
思
い

ま
す
。　
ζ

活
躍
を
期
待
す
る
と
共
に
、
町
民
各
位

の
御
理
解
と
御
協
力
を
希
つ
て
止
ま
な

い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
益
々
移
民
に
つ
い
て
は
、
政
府

　
　
　
　
　
ほ

も
力
を
入
れ
、
推
進
し
て
い
ま
す
の
で

移
民
の
道
は
開
け
る
段
階
に
あ
る
事
を

予
想
さ
れ
て
居
り
ま
す
折
柄
、
三
十
二

年
度
か
ら
は
、
町
予
算
に
も
計
上
す
べ

く
考
慮
申
で
あ
り
、
町
と
し
て
も
強
力

に
推
進
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
の
で
、

（日
）
（1
）

（月
）
（7
）

商
業
調
査
に

　　　ご
協
力
下
さ
い

通
商
産
業
省
で
は
、
本
年

七
月
1
日
現
在
で
、
全
国
の
卸
売
、
小

売
業
を
営
ん
で
い
る
商
店
に
つ
い
て
洩

れ
な
く
商
業
統
計
調
査
を
実
施
す
る
こ

と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
ず
で

に

w
和
l
l
七
年
に
第
一
回
調
査
が
行
わ

れ
’
今
回
は
第
三
回
目
の
調
査
で
あ
り

ま
す
が
’
商
業
統
計
調
査
の
目
的
は
’

全
国
の
商
店
が
現
在
ど
の
よ
う
な
経
営

活
動
を
行
つ
て
い
る
か
を
願
査
し
、
結

果
を
と
り
ま
と
め
た
数
字
に
よ
っ
て
商

業
全
般
の
実
態
を
把
握
し
て
適
切
な
商

繋
政
策
を
立
て
る
上
の
基
礎
資
料
と
す

る
も
の
で
す
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
調

蚕
は
商
店
の
み
な
さ
ま
か
ら
必
ず
報
告

し

て
い
た
さ
ぐ
た
め
、
ま
た
真
実
を
報

告
し
て
い
た
A
“
ぐ
た
め
に
、
統
計
法
に

基
く
「
指
定
統
計
調
査
」
と
な
つ
て
い

ま
す
。

T
の
た
め
’
皆
さ
ま
か
ら
御
提
出
願
っ

た
調
査
票
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
慎
翼

な
配
慮
が
な
さ
れ
、
統
計
法
に
基
い
て

調
査
票
を
統
計
以
外
の
目
的
、
た
と
え

ば
、
徴
税
そ
の
他
皆
さ
ま
の
御
迷
惑
と

な
る
よ
う
な
使
途
に
用
い
る
こ
と
は
禁

ぜ
ら

れ
て
お
り
、
統
計
調
査
に
従
事
す

る
著
は
、
通
商
産
業
省
、
県
、
町
村
の

職
員
の
う
ち
統
計
事
務
に
従
事
す
る
職

員
と
し
、
踊
査
の
た
め
皆
さ
ま
の
と
こ

ろ
に
お
伺
い
す
る
の
は
県
知
事
の
任
命

し
た
商
業
統
計
調
査
員
に
限
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
者
が
皆
さ
ま
の
御
報
告
に
な
ら

つ
た
事
項
を
他
に
洩
ら
し
た
と
き
は
罰

せ
ら
れ
る
な
ど
、
皆
さ
ま
の
経
営
上
の

秘
密
の
保
護
に
つ
い
て
は
万
全
の
措
置

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
商
業
統
計
調
査
は
前
述
の
よ

う
な
目
的
に
よ
つ
て
、
国
が
商
店
だ
げ

に
つ
い
て
行
う
唯
一
の
調
査
で
、
し
か

も
二
年
に
一
回
行
う
も
の
で
あ
り
、
か

つ
塑
食
事
項
に
つ
い
て
は
必
要
最
少
限

度
に
止
め
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
実
．

施
に
あ
た
つ
て
、
調
査
を
受
け
ら
れ
る

ご
と
に
な
つ
た
皆
さ
ま
の
充
分
な
御
狸

分
会
員

河
口
哲
志
神
田
璽
朋

坂
元
傭
人

　
上
野
不
可
止

脇
元
秀
人
　
垣
内
吉
次

迫
田
光
徳

五
月
一
日
附
厚
生
省
令
第
十
三
号
を
以

つ
て
「
引
揚
者
在
外
事
実
鯛
査規
則
」

が
定
め
ら
れ
、
右
蘭
査
が
行
わ
れ
ま
す

が
こ
の
調
査
は
総
理
府
に
設
置
さ
れ
て

い
る

「
在
外
財
睦
問
題
審
蹴
会
」
が
今

後
の
霊
頗
の
資
料
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
、
近
く
引
揚
団
体
に
鯛
査
票
を
配

布
し
て
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
t
と

v
に
閲
査
期
間
が
短
時

日
で
あ
る
た
め
胴
査
も

れ
が
な
い
よ
う
次
に
該

当
す
る
人
は
予
め
簡
査

準
傭
し

て
置
か
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一、

鯛
査
の
対
象
（
該

当
者
）

①
昭
和
二
十
年
八
月
九

日
現
在
外
地
に
佳

　
所
を
有
し

て
い
た
も

　
の
②
昭
和
二
十
年
九
月
二

日
以
降
本
邦
命
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
　l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
地
域
を
含
む
）
以
外
の
地
城
よ
り
引

・
き
揚
げ
た
者
で
あ
つ
て
、
引
揚
者
調

　
査
が
行
わ
れ
る
日
、
本
邦
に
居
佳
、

　
叉
は
居
所
を
有
す
る
日
本
国
民
（
但

　
し
外
地
に
お
い
て
召
集
さ
れ
た
者
以

　
外
の
軍
人
軍
属
は
除
か
れ
る
）

二
、
調
査
期
間

　
昭
和
三
十
一
年
六
月
十
日
か
ら
六
月

　
I
l
l
十
日
ま
で
の
間

三
、
鯛
藁
備
事
項

i
①
引
揚
者
の
氏
名
　
生
年
月
日
　
本
籍

　
地
及
び
現
住
所
（
地
番
ま
で
）

⑧
本
邦
以
外
の
地
域
に
お
け
る
住
所

　
居
住
期
聞

職
業
　
及
び
世
帯
構
成

⑧
引
揚
出
港
地
　
上
陸
地
及
び
上
陸
年

　

月
日

④
そ
の
他
必
要
の
事
項

注

意
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g
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．
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赤
欝
パ
臨
璃
竃
経
竪

漉
つ
て
い
る
竃
が
乖
、
ハ
ェ
、
一

梅
雨
時
期
を
む
か
え
て
消
化
器
系
の
病

気
を
起
し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し
た

今
日
は
梅
雨
時
期
に
一
番
必
要
な
赤
痢

に
っ
い
て
筆
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

数
年
前
ま
で
は
非
常
に
恐
れ
ら
れ
て
い

た
伝
染
病
も
最
近
で
は
強
力
な
新
薬
の

｝発
見
と
防
疫
活
動
の
た
め
次
第
に
減
少

し
て
き
ま
し
た
が
、
赤
痢
だ
け
は
い
ぜ

ん
と
し
て
流
行
し
て
い
ま
す
。
昭
和
三

十
年
度
鹿
屋
管
内
の
赤
痢
患
者
九
五
名

　
（
皮
所
管
内
十
名
含
〉
死
亡
者
九
名
（

支
所
管
内
三
名
含
）
を
出
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
本
年
四
月
以
降
に
既
に
十
五

名

（支
所
管
内
二
名
含
）
の
愚
者
を
出

し
て
お
り
内
一
名
は
死
亡
し
て
い
る
こ

と
は
誠
に
な
げ
か
わ
し
い
事
で
す
。
赤

痢
と
い
え
ぱ
夏
に
最
も
多
い
と
決
つ
て

一い

た
の
で
ず
。
ま
た
顎
に
薔
墓

か
ら

九
月
に
か
け
て
が
多
い
の
で
す
が

最
近
で
は
冬
に
も
相
当
患
者
が
出
て
お

り
ま
す
、
こ
の
厄
介
な
赤
痢
は
赤
痢
菌

・

と

い
う
小
さ
な
g
菌
で
起
る
の
で
あ
り

r

解
と
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
一
水
に
よ
り
直
接
に
又
飲
食
物
等
に
つ
い

て
間
接
に
人
間
の
口
に
運
ば
れ
て
う
つ

る
の
で
す
、
そ
れ
で
赤
痢
を
防
ぐ
に
は

赤
痢
菌
を
口
に
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る

事
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
各
個
人

が
手
指
を
清
潔
に
す
る
事
で
す
、
日
本

人
は
手
に
便
を
つ
け
て
い
る
人
が
少
な

ぐ
あ
り
ま
せ
ん
。
き
た
な
い
話
で
す
が

眼
に
見
え
た
り
臭
が
す
る
程
手
に
つ
い

て
い
る
人
は
勿
論
な
い
で
し
よ
う
が
知
i
紙
で
四
、

ら
ぬ
う
ち
F
便
が
手
に
つ
い
て
い
る
も

の
で
す
。
神
奈
川
県
衛
生
研
究
所
で
調

べ
た
結
果
に
よ
る
と
平
均
十
人
に
二
人

位
が
手
に
便
を
つ
け
て
い
ま
し
た
、
こ

れ
を
職
業
別
に
見
ま
す
と
十
人
中
農
業

は
七
、
六
人
　
学
童
は
七
’
　
T
T
人
　
食

品
業
者
は
五
’
　
o
人
事
務
員
は
四
、

11人
　
ユ
員
は
○
、
八
人

な
ぜ
手
が
便
で
よ
ご
れ
る
か
、
こ
れ
は

用
便
の
時
に
汚
れ
る
の
で
す
。
う
す
い

噸辱
鋒
翻
艘
鵠
維
囎

爾竃
覆
の
揚
蓋
の
ち
り

　
　
　
　
五
枚
下
痢
の
場
合
は
八
枚
U

一

れ
が
さ
く
ら
紙
の
場
合
は
普
通
の
便
で

こ
の
届
は
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
現

在
に
お
け
る
世
帯
の
代
表
者
、
叉
は

こ
れ
に
代
る
者
が
世
帯
構
成
員
で
あ

つ
た
引
揚
者
の
全
員
に
つ
き
一
括
し

て
行
う
こ
と
を
原
則
と
さ
れ
て
い
る

の
で

「
麓
「
他
町
村
」
の
関
係
・

あ
る
人
は
調
査
轡
類
が
早
急
に
提
出

で
き
る
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

十
枚
下
痢
便
で
1
1
六
枚
と
お
し
て
お
り

ま
す
、
そ
の
外
便
所
の
把
手
や
手
洗
鉢

の
水
、
手
拭
そ
の
他
の
も
の
に
便
が
つ

い
て
そ
れ
が
他
人
の
手
に
移
つ
て
行
き

ま
す
の
で
’
食
事
前
及
外
出
后
に
は
必

ず
消
毒
水
で
手
を
洗
う
よ
う
に
習
慣
づ

け
る
こ
と
で
す
。
紙
面
の
都
合
に
よ
り

ま
し
て
赤
痢
の
症
状
及
応
急
処
置
（
特

に
子
供
の
赤
痢
の
場
合
）
に
つ
い
て
書

け
な
い
の
は
残
念
で
す
が
又
の
機
会
を

待
ち
ま
レ
て
今
日
は
特
に
赤
痢
予
防
即

手
洗
励
行
を
お
願
い
し
ま
し
て
筆
を
お

き
ます
。

　
　
「
麗
屋
保
健
所
大
根
占
支
所
長

l　　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
苗
薩男
」
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⑥
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もしくと忙

い
た
G
り
ま
し
よ
う

’

忘
れ
ま
い

’

ー
ワ
ラ
ズ
リ
・
水
と
塩

　　　
　
＝
＝
田
植
ど
き
の
牛
馬
の
管
理
1
1

田
植
ど
き
に
な
る
と
，
家

畜
は
①
昼
は
泥
田
の
申
で

使
わ
れ
，
②
夜
は
識
尿
で

よ
ご
れ
た
ジ
メ
ぐ
し
た

小
屋
に
つ
な
が
れ
、
③
忙

し
さ
に
か
ま
け
て
と

か
v

手
入
も
怠
り
が
ち
で
＝
こ
ん
な
と
き
思

わ
ぬ
故
随
は
超
る
も
の
で
す
。

”
馬
疲
れ
て
毛
長
し
”
と
串
し
ま
す
が

今
に
な
つ
て
も
、
毛
の
替
え
そ
ろ
わ
な

い
馬
牛
は
、
必
ず
、
①
榮
養
が
足
ら
な

い
か
、
②
塩
が
足
り
な
い
’
③
慢
性
胃

腸
病
で
あ
る
か
、
④
骨
軟
症
で
カ
ル
シ

ウ
ム
不
足
で
あ
る
か
な
ど
、
一
種
の
病

牛
馬
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
治
し
て
か
ら

使
う
よ
う
に
し
ま
す
o
ま
た
忙
し
く
な

つ
た
か
ら
と
云
つ
て
急
に
激
し
く
使
わ

W
　
1
1
、
1
1
］
日
は
体
を
馴
ら
し
て
か
ら

使
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

◎
朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま
で
の
手
入

E’
…
i
・
i
牛
馬
を
引
き
出
す
と
き
は
必

一朝
違
湊
撃
調
べ
て
み
ま

川・
…
…
・
M
し
よ
う
。

①
カ
イ
バ
の
食
い
残
し
が
な
い
ご
と
。

⑨
新
し
い
討
を
し
て
い
る
こ
と
。

l
⑧
耳
の
つ
け
根
、
角
の
つ
け
根
を
つ
か

　
ん
で
熟
が
な
け
れ
ぱ
ま
つ
健
康
と
み

　
て
よ
い
の
で
す
。

さ
ら
に
使
う
前
に
飲
み
た
い
だ
け
水
を

飲
ま
す
ζ
ど
、
△
必
ず
蹄
の
裏
、
間
を

調
べ
る
こ
と
△
仕
事
を
初
め
る
二
時
間

前
に
朝
飼
を
や
る
こ
と
。

　
川
…
…
・
川
休
み
時
間
が
短
い
の
で
フ
ス

蓋
蓄
盆
の
少
v
て
墓
の

　
川
…
…
…
・
あ
る
濃
厚
飼
料
を
や
る
よ
う

に
す
る
。

馬
は
必
ず
エ
サ
の
前
に
水
を
飲
ま
せ
ま

す
。
エ
サ
を
食
べ
て
か
ら
水
を
や
る
と

胃
を
ス

通
り
し
て
腸
に
入
り
、
消
化
不

良
の
も
と
A
な
り
ま
す
。

ま
た
午
前
午
後
に
少
く
と
m
p
l
l
l
O
分
つ

つ
の
中
休
み
を
さ
せ
t
牛
の
反
ス
ウ
を
゜

さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
・

作
業
が
す
ん
だ
ら
e

①
装
異
の
当
つ
て
い
た
部
分
を
マ
ッ
サ

　
ー
ジ
（
も
む
）
し
て
や
る
。

⑧
泥
や
汗
は
小
川
で
洗
い
落
す
。

③
川
に
入
れ
て
足
を
冷
し
、
蹄
裏
の
検

　
査
を
す
る
。

④
汗
を
か
い
た
後
は
ワ
ラ
で
よ
く
こ
す

　
つ
て
乾
か
し
毛
並
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　
そ
う
し
な
い
と
ク
ラ
ズ
レ
の
も
と
に

　
な
り
ま
す
。

◎
塩
は
毎
日
忘
れ
ず
や
り
ま
し
よ
う
。

e
’
は
湯
の
み
八
合
目
く
ら
い
、
う
ん

と
便
っ
た
と
き
は
湯
の
み
一
杯
を
一

日
分
に
や
り
ま
す
。

一．

e
…
ば
夜
飼
は
練
飼
の
中
に
一
に
ぎ

夜
ゼ
の
塩
を
入
れ
て
官
、
別

　
　
，

‥…
…
…
川
に
冑
草
を
た
く
さ
ん
や
る
と

翌
日
腹
力
が
出
て
き
ま
す
。
寝
ま
え
に

る
必
ず
厩
舎
を
み
ま
わ
り
ま
し
よ
う
o

◎
こ
の
時
期
に
多
い
病
氣
は
肺
炎
と
、

ガ
ス
溜
り
で
、
ウ
マ
ヤ
の
寝
ワ
ラ
が
く

さ
つ
て
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
が
発
生
し
、

ig
れ
て
い
る
牛
の
肺
を
刺
ガ
き
し
て
肺

炎
に
な
り
、
使
つ
た
後
の
ワ
ラ
ず
り
が

入
足
す
る
こ
と
も
一
つ
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
肥
た
て
と
、
ワ
ラ
ず
り
は
ど
ん

な
に
忙
し
く
て
も
必
ず
実
行
し
て
病
気

に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

ガ
ス
溜
D
を
防
ぐ
に
は
、
水
を
チ
ヨ
イ

く
牛
が
欲
し
が
る
だ
け
飲
ま
せ
塩
を

一

充
分
に
や
s
、
濃
厚
飼
料
は
徐
々
に
増

し

て
ゆ
き
ま
し
よ
う
e

※
あ
な
た
の
牛
は
健
康
で

　
　
す
か
？

田

植
（
藷
曇
↑
転
翻
鞍
鷲
蛎
概
已
鷲
鐘
鷲
霞
語
籔
鷲
晶
狸
議
翼
露
鰯

“

…
…
…
…
－
－
”
－
－
－
町
．
発
展
の
原
動
力
を
培
う
も
の
…
…
…
…
…
i
…
〔

｝　
町
報
五
月
号
で
町
公
民
館
の
重
点
目
標
の
一
つ
と
し
て
グ
ル
ー
プ
情
動
の
振
興
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
　
　
　
　

一　
　
之
は
町
作
り
人
作
り
の
蕩
腱
を
グ
ル
ー
プ
の
育
成
に
よ
つ
て
培
う
た
め
に
外
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
一

川　
　
部
落
組
織
の
充
実
も
部
落
侭
民
館
も
す
べ
て
此
の
グ
ル
ー
プ
補
動
の
陥
固
た
る
基
盤
の
上
に
こ
そ
す
v
く
l

一　
A
モ
の
覇
閤
の
芽
を
育
む
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

｛
矛
盾
と
苦
悩
に
満
ち
た
現
実
か
ら
脱
却
し
て
、
よ
的
合
理
的
、
よ
り
高
い
牛
活
あ
築
く
た
め
に
町
内
各
漸
に
　
｝

｝　
自

主
的
グ
ル

ー
プ
の
生
れ
活
躍
す
る
明
日
を
祈
つ
て
止
み
ま
せ
ん
。
　
l

川：…
ε
…
…
…
…
：
金
“
°
－
“
－
－
－
…
’
－
－
’
－
－
…
…
－
－
－
…
°
乙
…
…
－
－
－
・
－
－
－
…
…
…
言
・
・
…
…
－
l
－
－
－
－
－
－
＄
…
…
・
－
－
－
－
・
－
－
－
－
－
－
…
・
・
…
…
…
三
令
・
…
．
…
…
・
．
へ
．
．
・
・
…
・
…
…
…
・
…
二
t

一、

舗冒
地
域
社
会
の
人
々
が
隣
保
扶
助
の
精
神
に
富
み
お
互
に

な

つ
た
も
の
を
選
ん
で
同
志
を
暮
り
自
主
的
に
績
成
す

る
。

長
く
協
力
し
合
つ
て
居
る
部
落
と
’
協
調
性
が
な
く
各
自
一
②
結
成
迄
の
労
は
部
落
長
婦
人
会
青
年
団
畏
部
落
公
民
館

が
個
々
ば
ら
～
な
行
営
方
を
し
て
い
る
部
落
で
は
t
そ
一
張
が
と
る
。

の
個
々
に
つ
い
て
も
地
域
社
会
全
体
に
つ
い
て
も
そ
の
実
⑤
グ
ル
ー
プ
は
各
部
落
一
つ
以
上
結
成
さ
れ
る
ご
と
が
望

践
に
大
き
な
へ
だ
、
り
を
生
じ
て
い
る
。

此
の
事
実
に
照
ら
し
て
大
根
占
町
経
済
自
立
を

逮
成
す
る
た
め
に
は
十
名
内
外
の
グ
ル
・
ー
プ
活

動
を
翼
し
て
お
互
い
が
教
え
つ
教
え
ら
れ
つ
持

ち
つ
持
た
れ
つ
す
る
協
調
社
会
を
作
り
出
し
1

人
の
力
で
は
出
来
な
か
つ
た
間
題
を
グ
ル
ー
プ

の
カ
で
解
決
し
、
物
心
両
面
か
ら
家
庭
の
振
興

を
図
り
、
豊
か
で
明
る
い
社
会
郷
土
を
建
設
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま＿りv

一プ活動から

　
ま
し
く
結
成
し
た
ら
町
公
民
館
に
頼
告
し

て
項く
．

④
モ
デ
ル
グ
ル
ー
ブ
を
選
定
し
て
優
先
的
に

鍾
霧
助
す
る
。

⑤
グ
ル
↓
ノ
は
十
名
内
外
が
逼
当
と
思
う
。

⑥
年
一
回
総
会
を
開
き
研
究
発
授
を
行
う
。

⑦
各
部
落
は
り
ー
ダ
」
を
選
出
す
る
。

⑧
各
グ
ル
ー
プ
員
は
必
ず
目
的
貯
蓄
を
励
行

す
る
。

四
、
グ
ル
ー
プ
結
成
上
の
留
意
点

①
グ
ル
ー
プ
は
一
人
の
カ
で
出
来
な
い
問
題

　
を
共
間
の
力
で
解
決
し
自
己
を
麿
き
家
庭

　
の
向
上
を
は
か
り
社
会
を
良
く
す
る

⑨
グ
ル
ー
プ
は
特
定
の
入
が
十
伸
び
る
も
の

で
な
く
＋
人
の
人
が
1
つ
づ
つ
合
せ
て
十
伸

び
る
の
で
あ
る
．

青
年
婦
人

公
民
館
で
は
例
年
行
わ
れ
る
育
隼
螢
級

と
婦
人
学
級
の
基
本
計
画
を
次
の
と
お

り
決
定
し
た
。

①
良
き
社
会
人
と
し
て
の
腎
年
、
婦
人

　
の
育
成
を
目
指
し
仇
き
つ
X
学
ぼ
う

　
と

す
る
意
欲
を
高
め
、
そ
の
自
主
的

　
活
動
を
主
体
と
し
て
こ
れ
ら
の
人
々

　
に
学
習
の
機
会
を
与
え
る
た
め
に
例

　
年
設
置
さ
れ
る
青
年
及
婦
人
学
級
は

　
今
年
も
次
の
基
本
計
画
に
よ
つ
て
開

　

　
　
に
於
け
る
田
植
、

　

　
水
稲
が
健
全
に生
．

　

　
育
す
る
に
は
一
定

　

　
の
温
度
が
必
要
で

　

　
あ
り
、
山
間
地
の

　

　
湧
水
地
帯
に
下
場

　

　
の
暖
地
肥
沃
地
と

　

　
同
じ
田
植
法
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
不
合
趣
で
あ

り
ま
す
。
最
近
は
適
地
適
作
の
立
前
か

ら
、
地
帯
に
適
し
た
田
植
え
法
が
普
及

　
　
ゆ
ち
コ
ロ
サ
ロ
　
て
　
の
ロ
ロ
　
の
の
ら
　
ロ
コ
　
の
タ
ひ
ロ
ロ
も
　
コ
ひ
ロ
ロ
ザ
コ
ロ
も
ひ

ー
、
元
気
が
な
い
’
食
欲
が
な
い
。

2
’
下
痢
を
し
な
い
か
、
便
秘
、
尿
の

　
色
が
変
ら
な
い
か
。

3
、
二
ど
が
み
は
よ
く
す
る
か
’
鼻
は
’

　
シ
メ
つ
て
い
る
か
e

4
’
左
腹
が
ふ
く
れ
て
固
く
は
な
い
か

ご
ん
な
興
状
が
あ
つ
た
ら
、
す
ぐ
共
済

で
薬
を
も
ら
い
ま
し
よ
う
。

　
◎
保
険
牛
馬
は
無
料
で
す
。

一ム
萎
霜
象
竃
苧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
1
「

学
級

開
設
計
画
決
る

処
理
す
る
研
究
心
の
養
成

2
’
家
庭
生
活
の
合
逸
化
、
地
域
社
会

の
産
業
発
展
へ
の
寄
与
　
．

3
t
協
和
的
で
責
任
を
重
ん
じ
た
自
主

的
膏
年
の
養
成

9
冥
講
生
の
範
囲

　
町
内
に
居
佳
し
て
い
る
二
五
オ
宋
満

　
の
男
女
青
年
で
’
家
事
そ
の
他
轟

に
従
事
す
る
者

○
学
級
の
編
成
戸
場
所

　
各
校
区
と
も
、
男
子
、
女
子
そ
れ
ぞ

　
れ
一
学
級
づ
A
、
神
川
「
池
田
は
校

　
区
公
民
館
、
大
根
占
は
高
模
、
宿
利

　
原
は
中
学
校
に
關
設
す
る
。

o
期
間
は
五
月
か
ら
悉
ヰ
の
三
愚
ま
で

※
婦
人
学
級

躍聾
錨
鍾
酬
鍾
お
さ
え
ら
れ
憂
け
つ
の
蓼
甚

作
式
改
轡
は
緊
急
な
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。

運
禦
鍵
酷
調
肥
纏

大
き
な
目
的
で
、
田
植
も
水
温
が
あ
が

る
よ
う
に
か
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
試

験
で
は
聴
間
八
寸
株
間
四
寸
三
条
の
並

木
植
に
し
、
．
溝
を
一
尺
六
寸
に
し
ま
す

と
、
今
ま
で
の
正
条
植
え
よ
り
坪
当
り

11株
も
多
く
な
り
、
中
耕
除
草
、
農

薬
の
撤
布
な
ど
非
常
に
便
利
で
能
率
的

り
ま
す
ご
う
し
ま
す
と
無
効
分
け
つ
が
一
　
　
　
よ
い
苗
を
適
期
に
檀
え
る
こ
一
チ
ッ
ソ
遇
多
に
な
つ
て
い
る
よ
う
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
増
産
の
コ
ツ
、
堆
肥
を
．
こ
れ
で
は
賃
虫
磨
発
生
の
も
と
を
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

が
よ

く
ぎ
、
糞
も
よ
く
護
と
な
ラ
ト
施
し
、
育
中
‘
蔓
終
力
ま
8
も
の
で
、
差
長
も
ち
が
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ず
秋
落
の
題
囚
と
な
り
ま
す
か
ら
、
堆

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
六
月
は
二
、
三
月
め

早
期
栽
培

　
　
　
　
　
　
　
い
虫
の
第
一
回
発
生

期
で
、
防
除
を
怠
る
と
早
期
が
害
虫
の

渥
床
と
な
り
、
昔
通
栽
培
に
も
被
害
を

与
え
ま
す
’

強
カ
ニ
コ
B
H
C
か
’
P
B
粉
剤
を
反

当
三K
橿
布
し
て
下
さ
S
．
　
r
w
問

つ
．．

き
で
手
入
れ
が
お
く
れ
て
い
ま
す

か
ら
’
天
気
を
み
て
’
聞
引
、
補
檀
、

ま
し
よ
う
。

そ
の
他
、
六
月
は
忙
亡
い
月
の
代
名
詞

で
す
。
計
画
的
に
仕
亭
を
運
び
ま
し
よ

う
。
ぐ
づ
、
い
た
天
気
が
つ
さ
き
、
－
そ

さ
い
類
は
病
害
虫
が
は
び
ご
る
好
条
件

に
な
り
ま
す
。
天
気
を
み
て
た
び
く

薬
剤
撒
布
を
し
て
下
さ
S
。

　
　
　
　
　
r
米
は
地
力
で
、
麦
は
肥
料

肝
料

　
　
　
　
で
一
と
い
わ
れ
ま
す
e
昨
年

に
な
の
ま
す
。
培
土
は
有
効
分
け
つ
の
一
追
肥
を
急
曽
ま
し
よ
う
．
賛
碗
薯
は
一
と
ζ
ろ
、
水
田
に
堆
ε
を
や
つ
た
人
は

終
期
（
田
植
稜
田
日
N
旬
日
）
に
二
寸

肥
、
緑
肥
、
カ
シ
キ
な
ど
を
う
ん
と
や

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
o
来
年
こ
そ
ど

思
つ
て
も
な
か
く
実
行
さ
れ
な
い
も

の
e
か
ね
て
か
ら
準
備
し
て
実
行
し
ま

レ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

＿
－
，
“
v
－
●
－
．
～
・
t
・
●
A
・
．
－
t
－
Y
－
－
－
－
－
w
i
“
◆
V
－
・
－
●
I
A
“
■
．
－
－
－
●
・
－
’

苗
代

曇
甕
琴
ン
ケ
ー
と
雷
誓
－

蒔
き
終
つ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
台
毘
わ
h
か
に
四
五
％
、
　
D
f
t
も
i
l
l
O
O
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

位
の
厚
さ
に
土
を
株
元
に
寄
⑰
れ
ば
よ
に
備
え
て
、
1
　
O
g
e
置
き
位
に
ト
ウ
モ
以
ト
薩
タ
ヅ
タ
の
六
人
で
し
た
．
ま
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

H
、
グ
ル
ー
プ
の
糧
類

1
、
産
業
部
門
グ
ル
ー
プ
．
水
稲
作
研
究
グ
ル

　
　
　
ー
プ
そ
の
他

2
、
生
捕
改
轡
グ
ル
ー
プ
　
衣
部
門
外

3
、
教
養
部
門
グ
ル
－
プ
読
轡
グ
ル
｜
ア
外

4
’
体
育
部
門
グ
ル
ー
プ
体
育
種
目
別

5
e
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
　
宅
地
整
理
外

づ村

レ

　
　
　

ノ

．

グ
⑨
グ
ル
ー
プ
は
一
人
の
人
が
ぼ
く
の
で
な
ぐ
十
人
の
グ
ル

　
ー
プ
員
が
全
員
鋤
く
。

以遼
部
の
髪
例
で
あ
る
が
そ
の
讐
墨
味
に
④
天
が
＋
の
力
を
出
す
の
で
な
く
冒
力
を
a
v
る
の

依
つ
て
色
多
ル
ナ
菱
院
る
．
　
曇
ば
竃
豊
昌
の
藷
の
夢
を
も
つ
人
で

鍵転
列
鐘
霧
擁
分
の
昌
や
農
に
魁
⑥
鯖
醒
憲
■
馨

1　町
内
の
冑
年
婦
人
の
皆
様
時
代
の
進

運
に
先
ん
ず
る
た
め
に
私
共
は
あ
t
g
ゆ

る
苦
難
を
乗
り
越
え
て
先
づ
近
代
人
と

し
て
の
教
養
を
高
め
ま
し
よ
う
。

奮
る
つ
て
学
習
に
参
加
S
た
し
ま
し
ょ

う
o※
青
年
學
級

Ω
敦
育
の
目
標

1
t
す
べ
て
物
事
を
科
学
酌
に
考
へ
、

斉
駆
除

の

日
程

Ω
教
育
の
目
頃

l
r
生
活
に
対
す
る
砒
轟
．
性
の
養
成
U

生
活
の
合
鍵
化

2
’
政
塗
岳
ρ
昂
癌

3
、
子
供
の
敦
育
に
対
す
る
補
導
力
の

養
成

Ω
斎
生
町
目
蕩
一
般
婦
人

○
学
級
の
璽
肌
と
瘤
間

　
各
校
区
と
も
一
学
級
づ
A
e
そ
れ
ぞ

　
れ
校
区
公
民
露
乏
開
設
す
る
。

　
期
閲
は
第
一
期
が
九
月
上
旬
か
ら
十

　
一
月
上
旬
ま
で
、
第
二
期
は
一
月
中

　
旬
か
ら
二
肩
上
旬
ま
で

肝
属
郡
社
会
教
宣
関
係
者
の
団
体
で
あ
゜

る
肝
付
郡
社
会
教
育
振
興
協
譜
会
で
は

去
る
五
月
三
十
l
日
教
育
会
館
で
春
季
，

総
会
を
開
き
。

　
一
”
昭
和
三
十
一
年
度
決
算
承
認

　
二
、

昭
和
三
十
一
年
度
行
事
計
画
承

　
　
認

　
三
、
昭
和
三
十
一
年
度
予
算
の
決
定

を
行
つ
た
が
そ
の
後
役
員
の
改
選
を
行

い
次
の
諸
氏
を
選
出
し
た
。

　
会
長

前
田
友
二
氏
（
大
根
占
町
）

会

長

に
前
田
友
二
氏

　
　
　
　
　
　
　
郡

肚

教

連

総

会

ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
大
田
京
墓
氏

ら
く

　
　
　
　
　
　
（
垂
水
町
礫
裏
）

幹
事
寛
吉
曹
七

　
　
　
　
　
　
（
垂
水
町
公
民
館
〉

尚
丞
年
の
努
力
目

標
と
し
て
　
　
．

①
民
主
団
体
の
冑
成
と
グ
ル
ー
プ
活

鋤
の
推
進

⑨
竃
の
振
興

　
等
々
を
強
力
に
推
進
す
る
事
を
決

め
た

高
等
登
録
豚
の

第
　
二
　
号

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
東
さ
ん
の
「
シ

ラ
ウ
メ
ウ
シ
ヤ
マ
フ
ヂ
ハ
ナ
号
」
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ち

い
て
、
書
川
正
平
さ
ん
（
旭
町
）
所
有

の

r六
O
レ
ン
ト
ン
サ
ツ
キ
一
号
」
が

高
等
登
録
検
査
に
合
格
’
こ
れ
で
本
町

の
高
等
登
録
豚
は
二
頭
と
な
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総

■
萎
祖
合
で
は
五
星
穴
日
午
前

十
時
か
ら
■
公
会
堂
で
総
代
会
を
ひ
ら

き
、
昭
和
三
〇
年
度
決
算
震
認
の
件
、

三
一
年
度
予
●
、
新
評
領
員
の
零
認
な

ど
を
上
程
、
全
部
原
秦
通
り
，
可
決
、

次
い
で
役
員
選
挙
に
入
り
、
次
の
諸
氏

水
稲
の
苗
代
l
斉
駆
除
の
日
程
が
次
の

通
り
決
り
、
実
施
に
当
つ
て
は
’
膏
年

団
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
自
主
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
（算
用
数
字
は
回
数
）

　
　
　
　
　
　
五
日
　
2
　
＝
百

　
　
　
　
3
　
一
八
日

璽翼
区
神
中
原
桜
原

・
－
責
m
　
2
l
二
日
　
3
二
八
日

組
合
長
に
坂
口
不
二
郎
氏

　　　　　　
襲

ザひやびコのばロハぬびヘロリ　りおゴびコら　びコリへち

i養豚心得帖1
、”’v・・●，’■．°●A●・■A●・●・～‘●．●∨1．．．一・●・■

年
間
の
肉
豚
相
場
は
、

六
月
の
農
繁
期
が
一
看

安
く
、
こ
れ
か
ら
九
月

ご
ろ
ま
で
次
第
に
上
百

ま
す
、
ま
た
肉
豚
の
値

は
三
－
四
年
毎
に
大
き

な
波
が
あ
o
ま
†
炉
ら

相
場
の
一
般
に
安
い
と

き

に
零
■
磨
天
れ
て

壁
否
の
蓋
■
を
か
た
め

る
こ
と
が
よ
い
の
づ
よ
ー
．
相
場
の
高
い

と

き
に
飼
胃欝
を
増
す
こ
と
は
麓
険

だ
と
い
へ
ま
し
よ
う
。
農
家
で
は
高
低

U
か

A
わ
ら
ず
、
耕
地
面
積
に
適
し
た

一
竃
の
留
款
を
鋼
う
こ
と
が
必
要
で
、

自
絵
鋼
異
を
主
と
じ
て
、
豚
の
堆
肥
で

戴
力
の
口
持
向
上
を
は
か
る
，
い
わ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

る

蓼
を
す
る
こ
と
で
す
。

苗
挙
作
と
間
じ
く
豚
も
、
よ
い
仔
を
よ

い
●
担
で
育
て
る
こ
と
が
成
功
の
カ
ギ

で
†
’
五
〇
日
で
離
乳
し
た
と
き
少
く

と
‘
P
鐘
工
が
　
1
　
0
キ
ロ
以
上
な
く
て
は

な
め
ま
せ
ん
。

●
乳
後
’
体
重
が
五
－
六
〆
Y
な
る
ま

で
の
胃
成
が
一
番
大
事
で
す
．
そ
の
時

期
の
飼
料
は
、
甘
藷
、
田
飴
●
、
魚
粉

を
煮
て
’
そ
れ
に
ヌ
カ
、
フ
ス
マ
な
N

を

水p
や
わ
ら
か
く
ね
つ
て
t
l
日
四

1
五
回
に
分
け
て
や
り
ま
す
。

配
合
の
一
例

ヌ
ヵ
、
フ
ス
マ
四
〇
、
小
麦
ヒ
キ
ワ
リ

110
t
大
豆
粕
五
、
魚
粉
一
五
、
甘
簡

110
’
こ
れ
に
コ
ロ
イ
カ
ル
ニ
、
食
塩

o
’
五
’
と
腎
草
を
少
し
や
る
。

塚
の
発
育
は
早
く
、
生
後
ニ
ケ
月
で
、

生
れ
だ
と
き
の
一
〇
倍
’
三
ケ
月
で
一

五
倍
に
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
期
間
は

少
し
経
費
が
か
X
つ
て
も
’
よ
い
銅
料

を
や
つ
た
方
が
よ
い
。
生
卵
を
一
日
に

ニ
ー
三
個
や
る
人
も
あ
り
ま
す
。

代

会

ひ

ら
く

が
当
選
し
た
e

理
事
　
坂
口
不
二
郎
　
前
園
　
　
蛋

　
　
　
毛
下
　
栄
厚
姦
】
漢

　
　
　
岩
下

英
蔵
山
下
森
三

監
事
　
福
岡
助
次
郎
　
福
“
田
　
平
吉

　
　
　
松
元
・
清
二

ま
た
、
六
月
四
日
、
初
の
役
員
会
を
ひ

ら
き
、
翅
寧
し
た
着
果
、
組
合
長
に
坂

口
不
二
郎
氏
を
互
選
す
る
こ
と
に
決
め

た
。
　
　
　
’

離
乳
仔
豚
が
下
痢
を
し
た
ら
’
N
ぐ
絶

食
さ
せ
、
腹
を
冷
や
さ
ぬ
よ
う
敷
ワ
ラ

を
多
く
入
れ
’
1
日
絶
食
し
て
消
化
し

や
す
い
カ
ユ
状
の
飼
料
を
普
還
の
三
分

の
一
ほ
ど
や
り
、
興
状
が
な
け
れ
ぱ
だ

ん
ー
、
培
し
て
ゆ
き
ま
す
。
τ
の
飼
料

の
申
に
コ
ロ
イ
カ
ル
か
、
木
炭
粉
末
や

エ
ピ
オ
ス
を
混
ぜ
て
や
り
ま
す
。
そ
れ

饅
鰭
講
鑓
纏
裳
嘗
嚢
璽
に
噸
し
て
下

査
苫
、
神
川
校
区

’
l
o
日
　
2
一
七
目
　
3
二
三
日

－
－
m
a
e
l
a

◎
実
施
当
日
は
、
苗
代
は
ぜ
ん
ぷ
落
水

5
ず
る
こ
と
鴻
’
・
窟
魍
‖
」

◎
実
施
当
日
が
雨
天
の
と
き
は
t
翌
日

　
行
う
こ
と

◎
薬
剤
は
部
落
長
を
通
じ
D
D
T
乳
剤

　
を
無
償
で
交
付
し
、
共
済
組
合
で
渡

　
す
こ
と
に
な
つ
て
い
る
e

◎
薬
剤
の
使
い
方
は
、
水
一
斗
に
対
し

　
i
回
目
l
l
・
　
M
勺
、
二
回
目
と
、
三

　
■
日
コ
ニ
勺
と
し
、
反
当
四
斗
以
上
撒

　孕
る
こ
と
。

－

－
－
－
r
t
l
i
⑪
e
I
l
l
t
J
i
’
－
t
t
－
t
－
－
l
t
’

二
香
茶
は

防

犯
は

向

う
三
軒
両
隣

N
家
の
み
な
さ
ん

甘
賭
植
え
、
田
植
え
と
忙
し
い
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
ま
た
、
コ

ソ
泥
や
そ
の
池
の
田
開
も
多
い
時
期
で

我
が
四
ケ
町
村
で
も
錘
年
く
犯
罪
は

増
え
る
傾
薩
に
あ
り
ま
す
。
警
察
で
は

特
簑
や
、
理
締
り
を
強
化
し
て
い

去
す
が
’
　
m
｛
が
い
に
協
力
し
て
、
私

た
ち
の
町
か
ら
犯
罪
を
し
め
出
し
ま
し

よ
う
。

※
家
を
蛍
守
に
す
る
と
き
は
、
戸
締
り

　
を
し
つ
か
り
し
て
、
「
カ
ギ
」
を
か

　
け
、
隣
近
所
と
話
し
あ
い
、
残
っ
て

　
い
る
人杷
自
分
の
家
だ
け
で
な
く

近
所
も
見
廻
0
、
協
同
し
て
、
看
視

す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
o

　
れ
で
寝
て
い
る
と
き
に
や
ら
れ
た
例

　
も
あ
む
ま
す
。
夜
は
し
つ
か
り
戸
締

り
し
、
部
屋
の
中
は
暗
く
し
、
外
か

　
ら
中
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
や

†
み
ま
し
よ
う
o

※
畳
夜
と
も
に
、
屋
外
や
’
み
え
易
い

　
と
こ
ろ
に
’
自
転
車
や
、
穀
物
、
貴

　
竃
晶
を
放
置
し
な
い
よ
う
よ
く
、
始

末
し
ま
し
よ
う
．

※
橡
子
の
オ
カ
ン
イ
も
の
が
う
ろ
つ
い

　
た
り
r
万
一
ド
ロ
ポ
τ
に
や
ら
れ
た

一了

　
　
　
　
吟
月
末
か
ら

一
審
茶
は
両模
区
民
の
ハ
」
協
力
で
r
昨

隼
以
上
の
量
を
済
化
し
、
今
月
末
か
ら

二
呑
茶
の
鍵
造
に
入
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
に
と
く
に
気
を
つ
け
て
S
“
j
A
’
き
た

※
戸
じ
ま
り
が
不
充
分
で
、
昼
の
つ
か
l
池
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

い
こ
と
は
r
茶
摘
み
の
と
き
木
璽
が
入

lらぬ
よ
う
と
く
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い

幸
い
本
町
の
製
品
は
色
沢
、
香
気
よ
v

好
評
を
得
て
い
ま
す
か
ら
、
1
段
と
よ

い
製
品
が
で
き
る
よ
う
ご
協
力
下
さ
い

二
番
茶
は
針
量
纂
荷
を
し
ま
す
の
で
忙

し
い
時
で
す
が
r
生
葉
が
溜
る
と
、
品

　一質
も
下
り
ま
す
か
ら
、
決
め
ら
れ
た
日

一に
出
荷
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

一す
e

※
一
呑
茶
の
集
荷
実
績
（
生
蟄
O
〆

　
　
　
　
　
委
託
　
買
薬

　
　
　
H
場
七
l
八
　
四
三
六

宿
利
原
工
場
七
一
四
二

　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
ら
少
し
で
も
早
く
届
け
て
下
さ
い
。

※
い
く
ら
忙
し
く
て
も
火
の
始
末
は
し

　
つ
か
り
し
、
出
か
け
る
と
き
は
戸
じ

ま
り
と
共
に
、
マ
ツ
チ
は
子
供
の
手

の
と
Ae

か
な
い
と
こ
ろ
に
始
末
し
ま

　
し
よ
う
。

大
根
占

警
察
署

e　
　
e
t
h

鯵

’

t
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ま
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